
豊
か
に
つ
な
が
り
、
一
人
一

人
が
本
来
持
っ
て
い
る
能
力

を
発
揮
し
て
自
己
実
現
を
図

る
」
と
し
て
、
年
間
を
通
し

て
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

１
年
次
生
は
「
身
近
に
あ

る
問
題
を
通
し
て
自
分
を
見

つ
め
直
す
」、
２
年
次
生
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
、
自
分

の
役
割
を
考
え
る
」、
３
年
次

生
は
「
解
決
す
る
行
動
力
と

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
」
こ

と
を
学
年
の
重
点
課
題
と
し

て
い
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

●
１
学
期

１
・
２
年
次
生
Ｌ
Ｈ
Ｒ
「
仲

間
づ
く
り
」

３
年
次
生
「
就
職
差
別
①
（
統

一
応
募
用
紙
）
に
つ
い
て
」「
就

職
差
別
②
（
違
反
質
問
）」

全
学
年
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防

学
習
会
」
講
師
に
よ
る
授
業

講
師
：
西
部
総
合
事
務
所
県

民
福
祉
局
地
域
福
祉
課
、
鳥

取
県
Ｄ
Ｖ
予
防
啓
発
支
援
員

●
２
学
期

１
年
次
生
Ｌ
Ｈ
Ｒ
「
い
じ
め

の
4
重
構
造
～
加
害
者
の
気

持
ち
に
な
っ
て
み
よ
う
～
」

「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
目
指

し
て
①
～
イ
ラ
イ
ラ
を
下
げ

る
方
法
を
考
え
よ
う
～
」

２
年
次
生
「
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ
チ
ャ
）
体
験

教
室
」

講
師
：
鳥
取
県
ボ
ッ
チ
ャ
協

会
小
笹
智
史
さ
ん
、
上
野
柊

斗
さ
ん

「
２
年
人
権
教
育
講
演
会
」

講
師
：
南
部
町
教
育
委
員
会

　

新
井
則
子
さ
ん

Ｌ
Ｈ
Ｒ
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運

動
」

３
年
次
生
「
３
年
人
権
教
育

講
演
会
」

講
師
：
鳥
取
市
情
報
人
権
セ

ン
タ
ー　

衣
笠
尚
貴
さ
ん

Ｌ
Ｈ
Ｒ
「
様
々
な
人
権
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
感
性

と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
①
」

●
人
権
教
育
公
開
授
業

１
年
次
生
「
よ
り
よ
い
人
間

関
係
を
目
指
し
て
②
～
問
題

を
解
決
す
る
力
を

身
に
つ
け
よ
う
～
」

２
年
次
生
「
差
別
、

人
権
侵
害
の
解
消

に
向
け
た
行
動
を

考
え
る
」

３
年
次
生
「
様
々

な
人
権
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る

感
性
と
行
動
力
を

身
に
つ
け
る
②
」

●
3
学
期

１
年
次
生
「
人
権

学
習
講
演
会
・
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」（
実

施
予
定
）

●
そ
の
他
講
演
会

各
学
年
「
自
己
理
解
・
他
者

理
解
」「
性
教
育
」「
食
育
」

　

生
徒
た
ち
の
笑
顔
と
活
気

あ
る
笑
い
声
が
、
学
校
全
体

に
心
地
よ
い
風
を
運
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
は
悩
み
も
あ
り
、
時
に
衝

突
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
自
分
の
気
持

ち
や
考
え
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
異
な
る
視
点
か
ら
学
び

を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
や
考
え
方
に

理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り

豊
か
な
も
の
に
な
り
、
お
互

い
に
支
え
合
う
こ
と
で
、
温

か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
し
た
社
会
を

築
く
た
め
に
は
、
他
者
と
の

関
わ
り
か
ら
自
己
の
在
り
方

や
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
生
徒
た
ち
が
自
ら
を

高
め
、
自
ら
の
可
能
性
や
成

長
を
実
感
し
、
意
欲
と
自
信

を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

16

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち  

ひ
の
２
０
２
3
年
12
月
20
日
発
行

発
行
：
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会

編
集
：
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会  

広
報
部
会

▲人権教育公開授業の様子

▲障がい者スポーツ体験教室

～小地域座談会の開催をお願いします～
▶令和 5年度小地域座談会 本年度のテーマ/ 『人権尊重のまちづくりをしよう』

研究主題　/ お互いを大切にした暮らしやすい地域社会の実現を目指して
～気づいていますか　相手のきもち～

　話し合いでは、高齢者を含めたすべての人の人権課題について、地域やまちの課題は自分一人の
問題ではなく、誰もの課題で将来の地域づくりでもあるとの認識で、『どのような連携ができるか、
手助けができるか』など、率直な話し合いができることを期待します。
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日野郡唯一の高等学校である日野高校。日野高生って

どんな活動をしてるの？地域とのつながりを大切にして

いる日野高生の姿を、日野町の皆さんにお届けします！
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今
年
は
、
東
北
・
北
陸
地
方
を
中

心
に
ク
マ
の
出
没
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
ら
、
以
前

は
山
仕
事
を
す
る
限
ら
れ
た
人
の
み

が
購
入
し
て
い
た
「
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
」
が
一
般
の
人
に
も
売
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

簡
単
に
購
入
で
き
、
簡
単
に
使
用

で
き
る
ク
マ
よ
け
プ
レ
ー
で
す
が
、

取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
な
グ
ッ

ズ
で
す
の
で
、
注
意
点
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
よ
う
に
ク
マ
を

寄
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ク
マ
か
ら
攻
撃
を
受
け

そ
う
な
緊
急
時
に
使
用
し
、
噴
射
さ

れ
る
辛
さ
成
分
で
ク
マ
を
ひ
る
ま
せ

る
も
の
で
す
。
こ
の
辛
さ
成
分
で
す

が
、
対
人
間
用
催
涙
ス
プ
レ
ー
の
約

２
３
０
倍
の
強
さ
で
す
。
噴
射
距
離

は
７
㍍
程
度
で
、
メ
ー
カ
ー
や
風
向

き
に
よ
っ
て
か
な
り
変
動
し
ま
す
。

　

風
下
で
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し

た
場
合
、
噴
射
距
離
も
短
く
な

り
、
か
な
り
強
力
な
辛
い
成
分

が
自
分
に
も
か
か
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
至
近

距
離
ま
で
ク
マ
を
引
き
付
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
と
っ
さ
の
場
面
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
取
り
出
し
や
す
い

位
置
で
携
帯
し
、
す
ぐ
に
構
え
ら
れ

る
よ
う
な
練
習
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー

は
、
ク
マ
か
ら
の
攻
撃
を
回
避
す
る

手
段
と
し
て
は
有
効
な
グ
ッ
ズ
で
す

が
、
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に

は
ス
プ
レ
ー
の
最
大
噴
射
距
離
の
理

解
や
、
と
っ
さ
に
構
え
る
練
習
な
ど

実
際
の
使
用
を
想
定
し
た
事
前
準
備

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ク
マ
よ
け
ス

プ
レ
ー
は
緊
急
時
の
最
終
手
段
で
す

の
で
、
ま
ず
は
ク
マ
と
出
会
わ
な
い

対
策
を
整
え
た
い
も
の
で
す
ね
。

第30回

獣害対策
アップデート

対策、お役立ち情報など
押さえておきたい
情報満載！

クマスプレーの
注意点

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野風花【問合せ】電話72-1399

1019
（木）

　晴れた秋空の下で、日野学園の 5年生と日野高校アグ
リライフ系列の 2年生が、収穫した星空舞の脱穀を行い
ました。
　手作業の時代に使われていた千

せ ん ば こ

歯扱きと唐
とう み

箕
を使いました。初めて使う道具でしたが、高校
生が上手にサポートし、5年生も楽しく作業を
していました。

昔の道具を用いて楽しく作業

日野学園交流★星空舞脱穀

　田植えから今日までの交流を通して、
お米がどのように育つのかを理解しても
らうとともに、コミュニケーション能力
も高まって来たように思います。


